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去
る
３
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た

第
26
回
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平

成
28
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案

等
が
原
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

互
助
会
が
一
般
財
団
法
人
に
移

行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
よ

う
に
積
立
金
か
ら
大
幅
な
補
て
ん

が
で
き
な
く
な
り
、
全
会
計
の
収

入
の
合
計
に
見
合
う
支
出
の
予
算

策
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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平均給料月額　　　　現職会員数　　　　退職会員数

第26回評議員会

▶平成28年度末会員数等推計◀

▶掛金率及び負担金率（平成28年度）◀

▶会員数及び平均給料月額の推移◀

▶各会計の収支推計◀

（単位：人）

区　　分 会員数 被扶養者数

現 職 会 員 14,792 16,687

退職会員等   3,667   2,094

合　　計 18,459 18,781

（単位：‰）

区　　　　分 一般職 特別職

掛 金 率

給 付 事 業 会 計 0.5 0.4

退職福祉事業会計 0.5 0.4

共 済 事 業 会 計 1.0 0.8

計 2.0 1.6

負担金率

給 付 事 業 会 計 2.0 1.6

退職福祉事業会計 － －

共 済 事 業 会 計 － －

計 2.0 1.6

合　 計

給 付 事 業 会 計 2.5 2.0

退職福祉事業会計 0.5 0.4

共 済 事 業 会 計 1.0 0.8

計 4.0 3.2

（単位：千円）

区　　分 事業活動収入 事業活動支出 事業活動収支差額

法 人 会 計 5 5,602 △ 5,597
公益事業会計      3,000      3,000 0
給付事業会計 135,802 124,916 10,886
退職福祉事業会計   81,381   88,991 △ 7,610
共済事業会計   54,302   57,634 △ 3,332
厚生事業会計   27,543   22,500 5,043
合　　計 302,033 302,643 △ 610

※公益事業会計に係る事業活動収入は、厚生事業会計からの繰入金である。

平成28年度事業計画及び予算に係る各会計の概要

平成28年度平成28年度
事業計画事業計画 及び  及び 予予算承認算承認

第 26 回 評 議 員 会

24月号



法

人

会

計

　

こ
の
会
計
は
、
管
理
業
務
や
互
助

会
全
般
に
関
す
る
事
項
の
会
計
で
、

一
般
財
団
法
人
に
必
要
な
会
計
で

す
。

　

収
入
は
、
基
本
財
産
の
運
用
収
入

５
千
円
、
支
出
は
、
給
料
や
事
務
費

な
ど
の
管
理
費
５
６
０
万
２
千
円

で
、
基
本
財
産（
２
千
３
３
０
万
円
）

以
外
の
現
金
預
金
を
取
崩
し
、

１
千
４
５
６
万
３
千
円
の
前
期
繰
越

収
支
差
額
か
ら
８
９
６
万
６
千
円
の

次
期
繰
越
収
支
差
額
を
推
計
し
て
お

り
ま
す
。

公
益
事
業
会
計

　

こ
の
会
計
は
、
公
益
目
的
事
業
の

実
施
に
関
す
る
会
計
で
す
。

　

地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
係
る

活
動
を
通
じ
、
市
町
行
政
の
円
滑
か

つ
能
率
的
運
営
を
支
援
し
、
併
せ
て

地
方
自
治
の
振
興
及
び
社
会
公
共
の

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
公
益
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

公
益
事
業
支
出
額
の
１
件
当
た
り

限
度
額
は
25
万
円
で
す
。

　

こ
の
会
計
の
事
業
収
入
は
、
厚
生

事
業
会
計
か
ら
の
繰
入
金（
3
0
0

万
円
）で
賄
って
お
り
ま
す
。

給 

付 

関 

係

　

互
助
会
に
は
、
現
職
会
員
に
対
す

る
給
付
事
業
会
計
、
共
済
事
業
会
計

及
び
退
職
会
員
に
対
す
る
退
職
福
祉

事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
は
現
職
会
員
及
び
退
職
会
員
並

び
に
そ
の
家
族
の
生
活
の
安
定
と
福

利
の
増
進
に
寄
与
し
、
併
せ
て
公
務

の
効
率
的
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
職
場
と

暮
ら
し
に
最
も
身
近
な
事
業
で
す
。

　

こ
れ
ら
3
事
業
会
計
の
平
成
28
年

度
収
支
予
算
の
合
計
は
、
次
頁
の
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

給
付
事
業
会
計

　

現
職
会
員
に
対
す
る
給
付
事
業

（
医
療
補
助
金
を
除
く
。）を
運
営
す

る
給
付
事
業
会
計
の
給
付
は
、
職
員

研
修
事
業
を
平
成
27
年
度
を
も
っ
て

廃
止
し
た
こ
と
に
伴
い
、
15
種
類

（
5
、
6
頁
参
照
）で
、
各
給
付
金
の

単
価
等
に
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
活
動
収
入
は
掛
金
・
負
担
金

等
の
1
億
3
千
5
8
0
万
2
千
円
、

事
業
活
動
支
出
は
、
事
業
費
支
出

1
億
1
千
5
6
7
万
2
千
円
・
管
理

費
支
出
9
2
4
万
4
千
円
で
、
事
業

活
動
収
支
差
額
を
1
千
8
8
万
6
千

円
と
推
計
し
て
お
り
ま
す
。

▶法人会計収支◀
（単位：千円）

科　　目 金　額

収入 基本財産運用収入 5

支出 管 理 費 　5,602

当 期 収 支 差 額 △ 5,597

（単位：千円）

事業項目 予算額 備　考

公立養護施設に対する奉仕
に関する事業 1,000 ４施設へ実施

地域住民の自治意識の啓発
に関する事業 1,000 ４市町へ実施

市町又は市町職員が住民を
対象として行う文化活動に
対する助成に関する事業

1,000 ４市町へ実施

合　　　　　計 3,000

▶平成28年度公益事業実施計画◀

3 4月号



44月号

共
済
事
業
会
計

　

現
職
会
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が

病
気
又
は
負
傷
の
た
め
医
療
を
受

け
、
一
部
負
担
金
を
保
険
医
療
機
関

に
支
払
っ
た
場
合
に
、
当
該
一
部
負

担
金
の
額
か
ら
共
済
組
合
等
か
ら
支

給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
及
び
共

済
組
合
等
か
ら
の
附
加
給
付
及
び
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
制
度
の
給
付

を
受
け
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額

が
、
1
件
に
つ
き
1
万
3
千
円
を
超

え
る
と
き
、
そ
の
超
え
る
金
額
に
相

当
す
る
額
を
給
付
し
ま
す
。

　

こ
の「
医
療
補
助
金
」の
給
付
を
行

う
共
済
事
業
会
計
は
、
公
費（
負
担

金
）を
財
源
と
し
な
い
で
、
会
員
の

掛
金
千
分
の
1
の
み
を
財
源
と
し
て

事
業
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
活
動
収
入
は
掛
金
等
の
5
千

4
3
0
万
2
千
円
、
事
業
活
動
支
出

は
、
事
業
費
支
出
5
千
1
6
8
万

4
千
円
・
管
理
費
支
出
5
9
5
万
円

で
、
事
業
活
動
収
支
差
額
を
マ
イ
ナ

ス
3
3
3
万
2
千
円
と
推
計
し
て
お

り
ま
す
。

退
職
福
祉
事
業
会
計

　

現
職
会
員
が
退
職
後
に
国
民
健
康

保
険
等
に
加
入
し
た
場
合
、
医
療
費

の
自
己
負
担
が
増
大
し
、
長
期
入
院

を
し
た
場
合
な
ど
は
生
活
が
圧
迫
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

心
配
を
解
消
す
る
た
め
退
職
後
満
60

歳
に
達
し
た
日
か
ら
満
70
歳
に
達
し

た
日
の
属
す
る
月
の
月
末
ま
で
の

間
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
一
部

が
補
て
ん
さ
れ
る
事
業
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
場
合
の
基
礎
控
除
額
は
、

平
成
27
年
度
と
同
額
の
7
千
円
で
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

退
職
会
員
に
対
す
る
給
付
の
退
職

者
医
療
給
付
事
業
を
運
営
す
る
退
職

福
祉
事
業
会
計
は
、
現
職
期
間
中
の

掛
金
の
千
分
の
0
・
5
相
当
分
を
将

来
給
付
す
る
た
め
の
費
用
負
担
分
と

し
て
積
立
て
て
お
り
、
退
職
会
員
加

入
時
の
拠
出
金
で
事
業
運
営
を
し
て

い
ま
す
。

　

退
職
会
員
に
な
ら
な
い
場
合
は
、

返
還
一
時
金（
6
頁
参
照
）を
支
給
し

ま
す
。

　

事
業
活
動
収
入
は
8
千
1
3
8
万

1
千
円
、
事
業
活
動
支
出
は
、
事
業

費
支
出
8
千
1
6
2
万
4
千
円
・
管

理
費
支
出
7
3
6
万
7
千
円
で
、
事

業
活
動
収
支
差
額
を
マ
イ
ナ
ス

7
6
1
万
円
と
推
計
し
て
お
り
ま
す
。

44月号

合計 388,091千円給付事業等収入

雑収入（受取利息）
113千円〔0.03％〕

事業収入
（掛金・負担金等）
268,862千円
〔69.28％〕

長期前受収益引当
預金受取収入
55,988千円
〔14.43%〕

拠出金等引当預金
受取収入等
34,752千円
〔8.95%〕

退職餞別引当預金取崩収入 
25,866千円〔6.66%〕

特定資産運用利息収入 
2,510千円〔0.65%〕

合計 388,091千円給付事業等支出

事業費（医療補助金、
人間ドック等補助金、
退職医療給付金等）
248,980千円
〔64.16％〕

退職餞別引当預金支出 
25,866千円〔6.66%〕

管理費（給料手当、
賃借料、印刷製本費等）
22,561千円〔5.81％〕

長期前受収益引当
預金繰入支出
55,988千円
〔14.43%〕

拠出金等引当預金繰入支出
27,142千円〔6.99%〕

不足金補てん積立預金支出
7,554千円〔1.95%〕



5 4月号5 4月号

給付事業等の給付内容

❖ 入院差額料補助金入院差額料補助金 ❖
　現職会員又はその被扶養者が入院し、主治医の承認を受
け、治療上個室に収容され、その室の差額を負担した場合
　1日につき2,000円　（限度100日)

予算額　4,958,000円

❖ 入 院 見 舞 金入 院 見 舞 金 ❖
　現職会員が病気又は負傷で保険医療機関に引き続き
8日以上入院した場合
　20,000円

予算額　4,700,000円

❖ 災 害 見 舞 金災 害 見 舞 金 ❖
　現職会員が水震火災その他の非常災害により住居及び家
財の５分の１以上損害を受けた場合
　50,000円

予算額　750,000円

❖ 結　婚　祝　金結　婚　祝　金 ❖
　現職会員が結婚した場合（退職後3ヶ月以内の場合を含む。）
　初婚　30,000円
　再婚　15,000円

予算額　6,420,000円

❖ 出　産　祝　金出　産　祝　金 ❖
　現職会員又はその配偶者が出産した場合（退職後6ヶ月
以内の場合を含む。）
　20,000円

予算額　10,060,000円

❖ 入　学　祝　金入　学　祝　金 ❖
　現職会員の子が小学校又は中学校に入学した場合
　25,000円

予算額　33,425,000円

❖ 銀　婚　祝　金銀　婚　祝　金 ❖
　現職会員が結婚して満25年を迎えた場合
　15,000円

予算額　1,935,000円

❖ 死 亡 弔 慰 金死 亡 弔 慰 金 ❖
　現職会員及びその配偶者、子、父母及び被扶養者が死亡
した場合
　現職会員　30,000円　
　その他　　10,000円

予算額　3,490,000円

❖ 永年会員祝金永年会員祝金 ❖
　現職会員の在会期間が引き続き20年又は30年に達した
場合（特別職は、10年又は15年）
　20年（特別職10年）　10,000円
　30年（特別職15年）　15,000円

予算額　8,695,000円

❖ 在宅看護見舞金在宅看護見舞金 ❖
　現職会員又は同居の家族が自宅において同居の常時介護
を必要とする家族を1月以上看護した場合
　10,000円（１事業年度に1回）

予算額　120,000円

❖ 人間ドック等補助金人間ドック等補助金 ❖
　現職会員又はその被扶養者が人間ドックを利用した場合
又は現職会員が脳ドックを利用した場合
　１受検　一律　1,000円

予算額　11,235,000円

❖ 生涯生活設計セミナー開催費生涯生活設計セミナー開催費 ❖
　共済組合と共同してライフプランセミナーを開催する。
　

予算額　300,000円

❖ 遺児奨学一時金遺児奨学一時金 ❖
　現職会員が死亡したとき、生計を同じくしている18歳
に達する日以後の最初の3月31日までの間にある子（就労
している子は除く。）
　１子につき100,000円

予算額　1,000,000円

❖ 介護休業給付金介護休業給付金 ❖
　現職会員が介護休業に関する条例又は規程に基づく介護
休業の承認を受けて休業した場合
　1日につき給料日額×60／100　（限度90日）

予算額　1,184,000円

現 職 会 員



64月号 64月号

❖ 退会記念給付金退会記念給付金 ❖
　現職会員が退職した場合において、その者の現職会員期
間が10年以上あり、かつ、現職会員期間中に職員研修事
業助成金の給付を受けていないとき
　額面50,000円の旅行クーポン券

予算額　27,400,000円

❖ 医療補助金医療補助金 ❖
　現職会員又はその被扶養者が保険医療機関に医療費の支
払をした場合
　１件につき13,000円を控除した金額
　（100円未満は切捨て）

予算額　51,684,000円

❖ 退職医療給付金退職医療給付金 ❖
　退職会員等が病気又は負傷で保険医療機関等に医療費の
支払をした場合
　・1月につき7,000円を控除した金額
　　（100円未満は切捨て）

予算額　60,728,000円

❖ 退職医療返還一時金退職医療返還一時金 ❖
（1）現職会員が退職した場合において、退職会員になる資

格のない者又は退職会員にならなかった者
  ・在職期間１年につき5,000円

（2）満60歳を超えて退職会員等の資格を取得した場合
  ・60歳を超える年数１年につき 5,000円

予算額　18,572,000円

❖ 退職医療死亡弔慰金退職医療死亡弔慰金 ❖
（1）退職会員等が満55歳以上満60歳未満で死亡した場合
  ・一時拠出金額と現職会員期間１年につき5,000円を

合算した額
（2）退職会員等が満60歳以上70歳未満で死亡した場合
  ・給付残存期間1年につき10,000円

予算額　1,053,000円

❖ 退職医療脱退一時金退職医療脱退一時金 ❖
（1）退職会員等が満55歳以上満60歳未満で脱退した場合
  ・一時拠出金額と現職会員期間1年につき5,000円を

合算した額
（2）退職会員等が満60歳以上70歳未満で脱退した場合
  ・給付残存期間1年につき10,000円

予算額　1,271,000円

現 職 会 員

退 職 会 員

　現職会員対象に16種類の給付事業を、退職
会員対象に4種類の退職医療給付事業を策定し
ております。これらの給付事業に係る予算額は、
248,980,000円を計上しております。

　平成27年度をもって「職員研修事業助成金」
を廃止しました。
　この事業におきましては、皆様のご理解、ご
協力を賜り感謝申し上げます。
　今後の給付事業内容等については、引き続き
検討することとしております。
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厚
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。
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図
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①
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③
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④
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中
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新
規
加
入
・
内
容
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つ

い
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と
お
り
、
が
ん
保
険

は
、
平
成
28
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月
下
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か
ら
7
月

に
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は
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平
成

28
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8
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下
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ら
9
月
上
旬
に
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そ
れ
ぞ
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を
予
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し
て
お
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す
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で
、
そ
の
と
き
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

事
業
活
動
収
入
は
保
険
手
数
料
収

入
等
2
千
7
5
4
万
3
千
円
、
事
業

活
動
支
出
は
、
管
理
費
1
千
9
5
0

万
円
、
繰
入
金
支
出
3
0
0
万
円
で

事
業
活
動
収
支
差
額
を
5
0
4
万

3
千
円
と
推
計
し
て
お
り
ま
す
。

公立養護施設への奉仕に関する事業
地域住民の自治意識の啓発に関する事業
市町又は市町職員が住民を対象として行う文化活動に対する助成に関する事業(市町及びその住民に対する事業)

共済グループ保険事業（受託業務）　死亡保険金、高度障害保険金、災害保険金、療養給付金など
が  ん  保  険  事  業　　　　　　診断・入院・通院給付金、がん先進医療給付金、死亡保険金など
積  立  年  金  事  業　　　　　　年金、一時金（新規加入者募集中止）

入院差額料補助金
入院見舞金
・
・
・
退会記念給付金 など （15種類の給付…P5、6参照）
医療補助金　（P6参照）

退職医療給付金 など （4種類の給付……P6参照）

給　付　事　業
（現職会員に対する事業）

共　済　事　業
（現職会員に対する事業）

退職福祉事業
（退職会員に対する事業）

互助会事業のあらまし

7 4月号

事業収入
（保険手数料収入）
27,440千円
〔99.63％〕

雑収入（受取利息等） 
103千円〔0.37%〕

厚生事業会計収入 合計 27,543 千円

管理費
（給料手当、
旅費交通費、賃借料等）
19,500千円
〔86.67％〕

その他支出
（他会計へ繰入金支出）
3,000千円
〔13.33％〕

当期収支差額
5,043千円

厚生事業会計支出 合計 22,500 千円

厚生事業

給付事業等

公益事業



互 助 会 の 概 況
（平成28年2月末現在）

・所 属 所 数  42
・会　員　数 現職会員 14,872 人
 退職会員 3,652 人
・被扶養者  17,025 人
・平均給料月額 318,033 円
発行所／一般財団法人愛媛県市町村職員互助会　松山市三番町5丁目13番地1　TEL／089-945-4045㈹　編集発行人／山本 健一
Eメールアドレス／e-ctv-gojyokai@tau.e-catv.ne.jp

　「継獅子」は、人の肩の上に立った子供が舞うという今治地区独特の獅子舞で、江戸時代に伊勢の御師（おんし）集団が
今治の神社に奉納した太神楽（だいかぐら）がルーツとされています。伊勢の継獅子は２人で演じる二継までですが、今治に
伝わってからは、「少しでも神様に近づきたい」、「稲が天まで伸びるほど五穀豊穣を祈願する」として、土台と呼ばれる大人
の上に中台と呼ばれる大人が加わった「三継、四継、五継」へと発展したようです。頂点には神様から授かった宝物である獅
子子（ししこ）と呼ばれる子供が上がり扇や鈴を持ち舞いますが、危険を伴うので氏子の結束を示す意味合いもあるようです。
　５月中はほぼ毎週、日曜日（午前中）ごとにどこかの神社で奉納演技しており、約２０ある団体ごとに特徴のある芸を披露しま
すので、継獅子巡りなんていうのもよいのではないでしょうか。

（「船上継獅子（龍神社）」は、波によるバランスの取り方が難しく、見ているものをハラハラさせます。）

今治市「継獅子」

　

皆
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●
退
職（
平
成
28
年
3
月
31
日
）

　

  

事
務
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山
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由
紀

　

  

事
務
員　

河
本　

由
香

●
採
用（
平
成
28
年
４
月
１
日
）

　
  

事
務
員　

麓　
　

早
希

　
  

事
務
員　

福
住　

菜
月

共済グループ保険配当率等

保 険 の 種 類 配 当 率 等

団体定期保険 45.370%

医療保障保険 35.237%

療養給付プラン
無 事 故
払戻 20％

異
動

（業務全般の総括）

（業務全般の総括補佐）

○庶務・経理
○互助会だより
○公益事業

○退職福祉事業
　（審査、決定）

○月例報告書
○給付事業
○共済事業
　（医療補助金）
○退職福祉事業
　（資格、費用関係）

○厚生事業
　（共済グループ保険）
　（がん保険）
　（積立年金）

新事務局組織は下表のとおりです。
本年度もよろしくお願いします。

互助会事務局組織（平成28年4月1日現在）

お
知
ら
せ


